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PRESS RELEASE 
 

 
 

東京計器株式会社（本社：東京都大田区、代表取締役 社⾧執行役員 安藤毅、以下「東京計器」）と 

メトロウェザー株式会社（本社：京都府宇治市、代表取締役：古本淳一、以下「メトロウェザー」）は、

防衛向けドップラー・ライダーの開発・量産化を加速させるために、東京計器のメトロウェザーへの 

出資および業務提携を行いましたことをお知らせします。 

 
 
 
 
 
 

 

 

メトロウェザーは、赤外線レーザーを用いてリアルタイムに高精度広範囲の風況観測*を行うドップラ

ー・ライダーの開発・製造を行っています。⾧年培ってきたリモートセンシング技術と独自の信号解析

技術により高精度広範囲の風況観測を実現しており、これまでに、ドローン運行のための風況観測や海

上を航行する船舶に搭載した風況観測を実証しています。今後、この観測したデータを活用する UX/UI

をニーズに合わせて開発し、防衛から民間の幅広い分野において統合したソリューション提供を目指し

ています。さらに現在、ドップラー・ライダーの技術を活用した物体検知の開発にも着手し、レーダー

で捕捉できないドローン等小型無人機の探知への活用に向けた取り組みを進めています。 

 

東京計器は航空機搭載品、艦艇搭載品を中心とした多くの防衛装備品の開発・製造実績を持ち、 

メトロウェザーが有するドップラー・ライダーを防衛装備品にする生産技術、販売体制があります。 

ドップラー・ライダーによる風況観測、物体検知は、我が国の安全保障に貢献可能な技術であり、 

東京計器はメトロウェザーとともに、開発、量産体制の構築を推進していきます。 

 
*風況観測…平均風速や瞬間風速、風向・風速の出現率といった風の吹き方の状況を観測すること。 

 

東京計器・メトロウェザー 資本業務提携 
防衛向けドップラー・ライダーの開発・生産体制の加速 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京計器について 

国内初の計器メーカーとして明治時代に創業し、現在は、民間・官公庁両方の事業で社会インフラを

支えている企業です。計測・認識・制御の技術を基に、船舶港湾、産業機械、建設機械、上下水道、 

防衛、鉄道などの安全安心に貢献する製品を提供しています。 

ウェブサイト： https://www.tokyokeiki.jp/ 

 

 

メトロウェザーについて 

京都大学発のディープテックスタートアップとして 2015 年に創立し、赤外線レーザーを大気中の微細

な塵に照射し、塵の動きによって僅かに変化する光の周波数(ドップラー効果)を解析することで、風況

をリアルタイムで 3 次元に可視化するドップラー・ライダーの開発を行っております。⾧年、京都大

学で培ってきたリモートセンシング技術と独自の信号解析技術により、ドップラー・ライダーの小型

高性能化や、高精度で広範囲の風況観測を可能にしました。得られる風況情報に加えて、研究開発中

の物体検知技術を活用した幅広い分野での事業創出を目標に、世界規模での安心・安全な社会づくり

を目指します。 

ウェブサイト： https://www.metroweather.jp 

 

 

お問い合わせ先 

東京計器株式会社 

コーポレート・コミュニケーション室 

〒144-8551 東京都大田区南蒲田 2-16-46 

 

TEL：03-3730-7013(直通) 

Web フォーム：

https://www.tokyokeiki.jp/form/webform_tokyo-

keiki.html 

メトロウェザー株式会社 

広報 

〒611-0031 京都府宇治市広野町茶屋裏 18-1 

タニヤマ大久保ビル１F 

TEL：0774-46-2002 

E-MAIL: pr@metroweather.jp 

 

 
 

風況観測中のドップラー・ライダー 
(2025 年 6 月末まで当社屋上にて試験実施) 


